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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
高校野球　（2） この夏の第104回全国高校野球選手権大会も８月22日に決勝が行われ仙台育英（宮城）が見事優勝で幕を閉じました。 優勝候補筆頭の春優勝の大阪桐蔭でもなく春準優勝の近江でもなくその2校を破って決勝に進んだ下関国際が有力かと 思いましたが、東北勢に初優勝をもたらした仙台育英でしたね。 夏の甲子園最近ではこの猛暑の中チームで一人の投手に頼るのは負担が大きすぎますね。 仙台育英はは５人の投手を要して出場し優勝しました、この投手の総合力がこの夏の甲子園を制した一つの要因でもあります。 近江の山田投手のように主将、４番でエース全試合に先発で準決勝まで投げチームの大黒柱、山田のチームです ５試合で644球も投げましたが4試合目高松商戦の後半に足がつり２番手星野選手が後続を押え１点差で逃げ切りましたが 春同様次の下関国際戦では後半力尽き2-8で破れ念願の滋賀県勢初優勝はのがしましたが、歴代3位の115奪三振 今後彼はプロに進むことと思いますがその活躍を楽しみにしています。 そして決勝戦後の仙台育英の須江監督の優勝監督インタビューが素晴らしい言葉を全国の皆さんに聞かせてくれました。 アナウンサーから「３年生にどんな言葉をかけたいか」と問われると 前略、「（高校）入学どころか、おそらく中学の卒業式もちゃんとできなくて。高校生活っていうのは、なんていうか、、、 僕たち大人が過ごしてきたものとは全く違うんです。青春ってすごく密なので。でもそういうことは全部『ダメダメだ』 といわれて。活動してても、どこかでストップがかかって、どこかでいつも止まってしまうような苦しい中、でも本当に 諦めないでやってくれたこと、でもそれをさせてくれたのは僕たちだけじゃなくて、やはり全国の高校生のみんなが よくやってくれて、例えば今日の下関国際さんもそうですけど、大阪桐蔭さんとか目標となるチームがあったから どんな時でも、暗い中を走っていけたので、本当にすべての高校生の努力の賜物が、ただただ最後に僕たちが ここに立ったということだけなので、ぜひ全国の高校生に拍手をしてもらえたらと思います」 と素晴らしいインタビューに恋耐えられました。本来決勝の試合のこと、勝てた要因や自校の選手の良かったこと 相手の下関国際選手のこともほめたたえたインタビューが多いのですが、全国の高校生や指導者の代弁をこの 甲子園の優勝インタビューで話されたことは本当に素晴らしいインタビューでした この夏の甲子園の試合すべてが熱戦で素晴らしかったですが、最後に仙台育英の須江監督が感動の 締めくくりをしてくれました。　　私も高校野球やりたかったなぁ！ 鵜
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